
 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 追加分のパブリック・コメント(パブコメ)の取扱いについて 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

・令和７年度当初に予定されていたパブコメ案件（１件）については、

２月（３月５日）の西地域分科会にて対応（パブコメ実施担当課に

よる説明）が決定している。 

・新たに、産業振興課の「浜松市中心市街地活性化ビジョン」、都市計

画課の「浜松市防災都市づくり計画」及び「浜松市土地利用方針」、

カーボンニュートラル推進課の「浜松市地球温暖化対策実行計画（区

域施策編）」について、案件が追加されたため、区協議会での取扱い

について協議するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

対象の区協議会 中央区協議会（西地域分科会） 

内  容 

１ パブコメ（追加分（４件））の概要 

別紙１令和７年度追加パブリック・コメント一覧表のとおり 

 

２ 協議事項 

  上記パブコメ案件について、パブコメ実施担当課（以下、「実施担

当課」と表記）からの説明を求めることについて協議するもの。（パ

ブコメ運用区分③） 

    なお、同一区内の地域分科会で取扱いが一致しない場合は、 

別紙２の運用ルールに基づき取扱いを決定します。 

（運用ルールは代表会にて決定済） 

 

３ 今後スケジュール 

４月：追加分のパブコメの取扱い（実施担当課による説明又は資

料配付）を協議 

別紙２に基づき追加パブコメの取扱いを決定 

５月以降：実施担当課は上記決定にもとづき、区協議会での説明

又は資料配付 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

  

担当課 西行政センター 担当者 鈴木 三男 電話 597-1112 

パブコメの運用区分 

①原則として、情報提供までとし、概要版の配付にとどめる。 
 ただし、以下②、③の場合は区協議会での説明を行う。 
②実施担当課の判断によって意見を聴取する必要がある場合 
③区協議会から求められた場合 

< 31 >



 

< 32 >



令
和
７
年
度
追
加
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
一
覧
表

中
東

西
南

※
関
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
現
行
の
概
要
版
は
5ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ー
：
概
要
版
資
料
配
付

※
「
Q
R
コ
ー
ド
」
は
、
(株
)デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

○
：
パ
ブ
コ
メ
実
施
課
に
よ
る
説
明ー

ー

⑦
概
要

浜
松
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
は
浜
松
市
域
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
市
民
・
事
業
者
、
市
が
そ
れ
ぞ
れ
求
め

ら
れ
る
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
相
互
に
連
携
し
て
削
減
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

国
計
画
の
20
35
・
20
40
年
度
目
標
値
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
計
画
の
20
35
・
20
40
年
目
標
値
を
盛
り
込
む
た
め
、
改
定
し
ま
す
。

※
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
現
行
の
計
画
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

全
市
域

現
行
計
画

ー
ー

ー

令
和
８
年
４
～
５
月

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン

H
P

ー
ー

4

【
改
定
】

浜
松
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）
(案
)

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
推
進
課

11
～
12
月

令
和
８
年
２
～
３
月

令
和
８
年
２
月

ー
ー

⑦
概
要

様
々
な
災
害
を
対
象
と
し
た
「
被
害
を
予
防
・
軽
減
す
る
空
間
づ
く
り
」
、
「
災
害
時
に
活
動
し
や
す
く
、
対
応
で
き
る
空
間
づ
く
り
」
、
「
円

滑
、
速
や
か
、
か
つ
適
切
な
復
旧
・
復
興
」
の
実
現
の
た
め
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
課
題
を
整
理
し
、
基
本
的
な
方
針
や
効
果
的
な
施
策
を
示
す
浜

松
市
防
災
都
市
づ
く
り
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

※
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
区
域

関
連
ペ
ー
ジ

ー
ー

ー

令
和
８
年
4月

令
和
８
年
２
月

ー
ー

ー

⑦
概
要

1 3

【
新
規
】

浜
松
市
土
地
利
用
方
針
（
案
）

都
市
計
画
課

10
月

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
示
す
土
地
利
用
の
方
針
等
の
実
現
に
向
け
た
土
地
利
用
計
画
制
度
（
用
途
地
域
な
ど
の
都
市
計
画
に
定
め
る
地
域

地
区
や
開
発
許
可
制
度
）
の
運
用
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

※
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
係
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

令
和
８
年
３
月

全
市
域

2

【
新
規
】

浜
松
市
防
災
都
市
づ
く
り
計
画
（
案
）

都
市
計
画
課

10
月

ー

⑦
概
要
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
中
⾧
期
的
な
将
来
像
を
目
標
と
し
て
示
す
も
の
で
す
。

※
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

ー
ー

【
新
規
】

浜
松
市
中
心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

産
業
振
興
課

９
～
10
月

11
月

関
連
ペ
ー
ジ

ー
ー

令
和
８
年
４
月

都
市
機
能
誘
導

区
域
（
浜
松
駅

周
辺
）

別
紙
１

N
o.

①
件
名

②
担
当
課

③
意
見
募
集

期
間

④
結
果
等

公
表

⑤
実
施

(施
行
)

⑥
対
象
地
域

※
Q
R
コ
ー
ド

⑧
担
当
課
に
よ
る
説
明

説
明
の

有
無

中
央

1
/
1
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フローチャート

※資料配付の考え方

「地域分科会」が多

い
D

代表会：資料配付なし

地域分科会：説明を希望した地域のみパブコメ

実施課による説明。その他地域は資料配付。

「資料配付」が多い D
代表会：資料配付なし

地域分科会：説明を希望した地域のみパブコメ

実施課による説明。その他地域は資料配付。

「資料配付」が多い C
代表会：資料配付なし

地域分科会：資料配付のみ

「代表会」「地域分

科会」「資料配付」

が混在

「代表会」が多い A
代表会：パブコメ実施課による説明

地域分科会：資料配付のみ

「代表会」と

「資料配付」が混在

「代表会」「資料配

付」が同数
A

代表会：パブコメ実施課による説明

地域分科会：資料配付のみ

「代表会」が多い A
代表会：パブコメ実施課による説明

地域分科会：資料配付のみ

「代表会」が多い A
代表会：パブコメ実施課による説明

地域分科会：資料配付のみ

「地域分科会」が多

い
B

代表会：資料配付なし

地域分科会：パブコメ実施課による説明

「地域分科会」と

「資料配付」が混在
D

代表会：資料配付なし

地域分科会：説明を希望した地域のみパブコメ

実施課による説明。その他地域は資料配付。

「代表会」と「地域

分科会」が混在

「代表会」と「地域

分科会」が同数
B

代表会：資料配付なし

地域分科会：パブコメ実施課による説明

「地域分科会」で一

致
B

代表会：資料配付なし

地域分科会：パブコメ実施課による説明

「資料配付」で一致 C
代表会：資料配付なし

地域分科会：資料配付のみ

同一区内の全地域分科会の取扱（意見）
・地域分科会へ説明又は資料配付する場合、代表会には

 資料配付しない。（委員重複のため）

・代表会へ説明する場合は、地域分科会へ資料配付する。
一致していない 一致している

「代表会」で一致 A
代表会：パブコメ実施課による説明

地域分科会：資料配付のみ

地域の

意向どおり

地域優先

代表会優先

別紙3

中央区のみ

中央区のみ

中央区のみ

中央区のみ

これより下は、中央区のみ
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中
心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
［2
02
6-
2
0
44
年
度
］

 
中
心
活
性
化
に
向
け
た
中
・
⾧
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

 
中
心
市
街
地
の
将
来
像
を
目
標
と
し
て
示
し
、
市
民
と
も
共
有

 
総
合
計
画
及
び
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
を
図
る
た
め
計
画
期
間
は
20
44
年
度
ま
で
と
す
る

策
定
趣
旨

位
置
付
け
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0

○
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

や
頻

発
化

・
激

甚
化

し
て

い
る

水
災

害
の

懸
念

等
を

踏
ま

え
、

「
安

全
・

安
心

な
災

害
に

強
い

都
市

づ
く

り
」

が
必

要
○

防
災

・
減

災
対

策
と

事
前

復
興

を
兼

ね
備

え
、

様
々

な
災

害
に

対
応

す
る

「
浜

松
市

防
災

都
市

づ
く

り
計

画
」

を
策

定
○

「
浜

松
市

地
域

防
災

計
画

」
を

補
完

し
、

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
の

対
策

や
自

助
・

共
助

・
公

助
を

適
切

に
組

み
合

わ
せ

た
総

合
的

な
取

組
み

を
進

め
る

令
和

6年
能

登
半

島
地

震
に

お
け

る
輪

島
市

焼
失

区
域

出
典

:
総

務
省

消
防

庁
消

防
研

究
セ

ン
タ

ー
資

料

平
成

30
年

7月
豪

雨
に

お
け

る
岡

山
県

倉
敷

市
真

備
町

の
浸

水
状

況

防 災 都 市 づ く り に よ る

災 害 に 強 い ま ち

浜
松

市
防

災
都

市
づ

く
り

計
画

防
災

・
減

災
対

策

事
前

復
興

出
典

:
国

土
交

通
省

資
料
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土 地 利 用 方 針

都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン （ （ 都 市 計 画 の 基 本 的 な 方 針 ）

立 地 適 正 化 計 画 ( 都 市 機 能 ・ 居 住 誘 導 の た め の 計 画 ）

条
例
・
運
用
基
準

の
見
直
し

用
途
地
域
な
ど
の

都
市
計
画
変
更

①
市
街
化
調
整
区
域

○
保
全
と
開
発
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
調
和
が
取
れ
た
土

地
利
用
を
展
開
（
開
発
許
可
制
度
の
見
直
し
等
）

○
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
お
け
る
開
発
の
抑
制

○
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
既
存

工
業
地
の
維
持
・
再
生
な
ど
の
た
め
、
無
秩
序
な
都
市
機

能
の
拡
散
を
抑
制

○
拠
点
の
用
途
地
域
の
緩
和
等
に
よ
り
、
都
市
機
能
や

居
住
を
拠
点
へ
誘
導

○
地
区
や
路
線
ご
と
の
容
積
率
緩
和
措
置
に
よ
り
、
戦

略
的
に
民
間
事
業
者
に
よ
る
開
発
を
誘
導

②
市
街
化
区
域

②
-
1

 居
住
誘
導
区
域

②
-
2

 都
心

○
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
示
す
土
地
利
用
の
方
針
等
の
実
現
に
向
け
た
土
地
利
用
計
画
制
度

（
用
途
地
域
な
ど
の
都
市
計
画
に
定
め
る
地
域
地
区
や
開
発
許
可
制
度
）
の
運
用
方
針

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
将
来
都
市
構
造
図
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排出量
5,743.6

実質
排出量ゼロ

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（千t-CO2）

2013年
（基準年度）

2020年 2030年

森林吸収量
344.0

森林吸収量
271.8

森林吸収量
291

排出量
4646.5

▲2,727.2
※内訳

徹底した省エネルギーの推進 ▲1,006.1

再生可能エネルギーの最大限の導入 ▲861.3
新技術・イノベーションの推進 ▲572.7
BAU寄与分 ▲287.1

排出量
3,016.4

削減目標
2013年度比で52.2%削減

※実質排出量：温室効果ガス排出量から吸収量を差し引いた値

カーボンニュートラル・
脱炭素社会の実現

2050年

排出量

291

▲2,726

実質排出量
2,744.6

実質排出量
0（ゼロ）

実質排出量
4,302.5

● 計画の対象とする温室効果ガス
二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、代替フロン類

● 計画の期間
2024(令和6）～2030(令和12)年度

※国際的な動向や国の計画変更など社会情勢に大きな変化が生じた場合は、必要に応じて見直します。

● 地球温暖化の原因
世界の平均気温は、1880年～2012年の間に約0.85℃上昇し

ています。また、1980年以降の各10年平均の気温偏差はいず
れも、1850年以降のどの10年平均よりも高温となっています。

このような地球規模での急激な気温の上昇は、産業革命以降、
石炭や石油などの化石燃料の燃焼やセメントの製造などの活発
な人間活動により、大気中に大量の温室効果ガスが放出された
ことで引き起こされたと考えられています。
● 地球温暖化の影響

世界の平均気温の上昇は、食料生産や水資源、人間の健康へ
影響を及ぼすほか、極端な気象の変化(台風の猛烈化、暴風雨、
干ばつなど)、内陸部や沿岸域の氾濫、海面水位上昇(今世紀
末までに0.26～0.82ｍ上昇)など、人間の暮らしや経済活動、
生態系にとってのリスクを増大させると予測されています。

本市域においても気温上昇は顕在化しており、本市域の年平
均気温は、浜松特別地域気象観測所の1883～2020年までの測
定記録を100年あたりに換算すると、1.4℃上昇しています。

市民、事業者、市がそれぞれ求められる
役割を果たしながら、相互に連携して緩和
策や適応策に取り組みます。

「浜松市地球温暖化防止活動推進セン
ター」や「浜松市カーボンニュートラル推
進協議会」、「浜松地域脱炭素経営支援コ
ンソーシアム」などを通じて温室効果ガス
の削減に取り組みます。

本計画のチェック体制として、「浜松市
環境審議会」や「浜松市カーボンニュート
ラル推進会議」に、施策の実施状況などを
報告し、本計画の推進に反映します。

カーボンニュートラル・脱炭素社会実現するため、
水素やアンモニアなど次世代エネルギーを利用する
設備への転換を推進するとともに、技術革新により
創出された省エネルギー技術を導入します。

ペロブスカイト太陽電池を用いた太陽光発電など
新技術を用いた再生可能エネルギー電源により市内
の総電力を賄います。さらに、熱機関の燃料として
は、グリーン水素やカーボンニュートラルガスを利
用することで脱炭素化します。

エネルギーの脱炭素化とともに、森林吸収でカー
ボンオフセットできるよう、適切な森林管理などに
より二酸化炭素吸収源を最大化します。

2050年までにカーボンニュートラル・脱炭素社会を実現します。

6 適応策（気候変動適応に関する施策）

１ 気候変動とその対策

8 計画の推進

7 2050年⾧期ビジョン

浜松市カーボンニュートラル推進事業本部
〒430-8652 静岡県浜松市中央区元城町103-2 TEL:053-457-2502 FAX:050-3730-8104
E-mail:ene@city.hamamatsu.shizuoka.jp HP:https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/

浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
要約版

観測された世界平均地上気温の偏差
（1850～2012）

1850年以降の
どの10年平均よりも高温

1880年～2012年の間に
0.85℃上昇

2 計画の基本的事項
● 計画の基準年度

2013(平成25)年度
● 計画の対象地域

市全域

分野 懸念される影響（例） 本市が取り組む適応策（例） 市民、事業者が取り組む適応策（例）
①農業
水稲、露地野菜、施設野菜の収量低下、品質低下など

①農業
貯蔵施設、環境制御設備、機械類、新品種等の導入に対する支援など

①農業
気候変動に適応した品種・系統の導入など

②林業
人工林の生育不良など

②林業
保安林配備の計画的な推進による、森林の有する水源のかん養、災害の防
備などの公益機能の向上など

②林業
気候変動に適応した樹種の植林など

③水産業
海面養殖におけるカキなどのへい死率の上昇、養殖ノ
リの収穫量の減少など

③水産業
海水温の上昇、海洋の酸性化、貧酸素化などの養殖への影響に係る調査、
情報提供など

③水産業
気候変動に適応した魚種などの養殖など

水環境・水資源 無降雨、少雨による水量低下など 取水量の調整など 節水など
自然生態系 外来種の生息域の拡大、新たな外来種の侵入など 外来種の分布確認、特定外来生物の防除など 外来種に関する情報の市への提供など

自然災害・沿岸域
土砂災害発生件数の増加など 浜松市防災計画、ハザードマップ、区版避難行動計画の定期的な見直しや

周知など
浜松市地域防災計画、ハザードマップ、浜松
市防災アプリなどの確認や利用など

①暑熱
熱中症患者数の増加、熱中症搬送者数の増加など

①暑熱
熱中症対策行動指針の推進など

①暑熱
エアコンの適切な利用など

②感染症
デング熱などの原因となるウイルスを媒介する
ヒトスジシマカの発生及び生息域の拡大など

②感染症
ヒトスジシマカの発生状況の継続的な観測、調査による蚊の発生動向の把
握、ウイルス保有状況の確認による蚊媒介感染症発生のリスク評価など

②虫よけ剤などによる虫刺され予防、ダニ及
び蚊媒介感染症の最新情報の収集及び感染対
策の実施など

市民生活 ヒートアイランド現象の発生など 市街地における暑熱環境改善に資する緑地の確保など 創エネ・省エネ・蓄エネ型住宅の導入など

農業・林業・水産
業

健康

「適応策」は、既に起こっている、又は起こり得る気候変動の影響による被害の回避・軽減などを図る取
組です。「農業・林業・水産業」など6分野で懸念される影響に対し、市・市民・事業者が「適応策」を推
進します。

意見･提言

報告

情報連携

市民

調査・啓発・
支援等

プロジェクト
推進

調査・啓発・
支援等

浜松市地球
温暖化防止活動
推進センター

普及・啓発等

脱炭素に資する製品・
サービスの提供・利用

事業者

浜松市

浜松市カーボン
ニュートラル
推進協議会

意見･提言

報告

浜松地域脱炭素
経営支援

コンソーシアム

浜松市
環境審議会

浜松市
カーボンニュートラル

推進会議

国・静岡県

カーボンニュートラル推進本部会議

意見・提案等
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非エネルギー起源

522.1千t-CO2

11.2％

運輸部門
1,226.8千t-CO2

26.4% 業務その他部門

993.7千t-CO2
21.4%

産業部門

957.9千t-CO2
20.6%

家庭部門
946.0千t-CO2

20.4%

非エネルギー起源

395.6千t-CO2

6.9％

運輸部門

1,422.7千t-CO2

24.8％

家庭部門

1,200.7千t-CO2
20.9％

業務その他部門
1,403.0千t-CO2

24.4%

産業部門
1,321.6千t-CO2

23.0％

3 温室効果ガス排出状況
● 浜松市の現状

浜松市では基準年度である
2013(平成25)年度において、
5,743.6千t-CO2の温室効果ガス
を排出していました。

2020(令和2)年度までに、
1,097.1千t-CO2の温室効果ガス
を削減しており、2013(平成25)
年度比で19.1％削減しています。

2020(令和2)年度の温室効果
ガスの排出量は、 4,646.5千t-
CO2であり、部門ごとの排出割
合は、産業部門が20.6％、業務
その他部門が21.4％、家庭部門
が20.4％、運輸部門が26.4％と
なっており、国全体と比較する
と、運輸部門の排出量の占める
割合が大きく、産業部門の排出
量の占める割合が小さくなって
います。

なお、2020（令和2）年度の
森林吸収量を含めた温室効果ガ
ス排出量は、4,302.5千t-CO2で
す。

温室効果ガス排出量の部門別
排出量 4,646.5千t-CO2

2020年度

温室効果ガス排出量の部門別
排出量 5,743.6千t-CO2
2013年度（基準年度）

1,097.1千t-CO2
19.1％削減

(1)モビリティの電動化などの推進
・電気自動車(EV)など次世代自動車の導入 など

(2)水素技術などの活用
・燃料電池自動車(FCV)の導入
・水素ステーションの設置 など

(3)燃料転換の推進
・より低炭素なエネルギーを利用した設備への

転換 など

(4)電化の推進
・化石燃料を利用しない電気設備への転換

(5)カーボンクレジットの創出・利用の推進
・Jクレジットなどの創出
・カーボンニュートラルガスの利用 など

(6)非エネルギー分野の排出抑制
・代替フロンなどの排出抑制
・プラスチック製容器包装の分別 など

(7)カーボンニュートラル関連技術の開発推進
・地域内外の企業間・産学官連携によるカーボン

ニュートラル関連技術開発推進

4 温室効果ガス排出削減目標

5 緩和策（温室効果ガス排出量削減に関する施策）

再生可能エネルギーの最大限の導入
削減目標 861.3千t-CO2

減らす

測る

知る 事業者は、相互に温室効果ガス削減に繋がる情報を積極的に発信・提供します。
市民・事業者は、積極的に情報収集し、温室効果ガス削減への知識を深めます。
市民・事業者は、電気やガスなどエネルギーの使用状況などから、自身の活動から排出
される温室効果ガスの排出量を把握します。
事業者は、自ら削減計画を作成し、削減対策を実行します。
市民は、温室効果ガス削減に繋がる、脱炭素型ライフスタイルへの転換を進めます。

知る・測る・減らすの３ステップで、温室効果ガスを削減します。 (1)森林資源の利用推進と林業の活性化
・間伐、主伐から植林など、持続可能かつ適切な

森林管理
・FSC®森林認証面積の拡大
・地産地消による天竜材の利用推進
・木質バイオマス発電・ボイラーの導入 など

(2)森林由来のカーボンクレジットの創出
・適切に整備・管理された森林由来のカーボン

クレジットの創出
・森林由来のカーボンクレジットの域内利用 など(1)事業活動の省エネルギー化

・自社の温室効果ガス排出量の算定
・高効率な省エネルギー機器の導入 など

(2)市民生活の省エネルギー化
・家庭の温室効果ガス排出量の算定
・ZEH(Net Zero Energy House)の建設
・デコ活※の実施 など
※デコ活:脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動

(3)交通利用にかかわる省エネルギー化
・公共交通機関の利用
・乗用車におけるエコドライブの実践
・カーシェアリングの実施 など

(1)再生可能エネルギーの導入
・太陽光発電設備(住宅の屋上、遊休地など)の設置
・風力発電設備(陸上・洋上など)の設置
・バイオマス発電設備(木質・廃棄物など)の設置
・小水力発電設備(河川・水路など)の設置
・㈱浜松新電力などを活用した電力の地産地消の推進

(2)電力分野の二酸化炭素排出原単位の低減
・電力分野の二酸化炭素排出原単位の低減

(3)再生可能エネルギー由来の電気などの利用
・再生可能エネルギー由来の電気の購入
・オフセットした電気の購入 など

基本
施策１

浜松市の森林

基本施策2
新技術・イノベーションの推進

削減目標 572.7千t-CO2 

基本施策3
徹底した省エネルギーの推進

削減目標 1,006.1千t-CO2 

基本施策1
二酸化炭素吸収源の確保

吸収目標 271.8千t-CO2 

基本施策4

2030（令和12）年度において2013（平成25）年度比で52％削減

本計画では2030(令和12)年度において、2013(平成25)年度比で2,999.0千t-CO2(52.2％)の削減
（森林吸収量を含む）を目指します。この削減目標は、国の「地球温暖化対策計画」を基に算定して
いますが、再生可能エネルギー導入量と森林吸収量を、市独自で算定した数値に代えることで、国の
削減目標である46％よりも高い目標を掲げています。
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令和７年度　地域力向上事業実施予定

令和7年4月23日現在

【 時 期 】

・ へちま和紙の材料栽培体験

・ 和紙作り体験

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

・

・ 週替わりアクティビティ

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

・ 募集した事業協力者によるへちまグリーンカーテンの設置

・ へちまスポンジ加工体験

・ へちまスポンジの普及

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

・

・

・

・ 帰路、路線バスの体験乗車を行う。

・

【予算額】

令和7年4月1日（火）　～　令和8年3月31日（火）

浜松市中央区内全域

【 内 容 】

241千円

　へちまの活用を通じて環境意識を高めることを目的とし、
高い品質を誇ったへちまを生んだ浜松から再びへちまを普及
させるプロジェクト。

4

浜名湖探検ク
ルーズ　～船
から見る伊佐
見と浜名湖の
生き物体験事
業～

伊佐見地区コ
ミュニティ協議
会

令和7年4月1日（火）　～　令和7年11月15日（土）

伊佐見湖上～村櫛浅瀬～新居弁天海浜公園～ウォット

【 内 容 】

小学生を対象とした浜名湖クルージングを実施し、村櫛海
岸にてアオモ観察及び生育場所のゴミ拾いを実施する。

「体験会」で学んだことについて感想文（絵日記）の展示
会を開催する。

116千円

新居弁天海浜公園岸辺にて伊佐見の海面と今切口の海面の
違いなど浜名湖の特徴を観察する。

ウォットにて浜名湖における生物の多様性や特徴について
の講義を受講する。

2

中村家住宅で
リズムヨガ
～世代を越え
て仲良く健康
に～

子育て支援の会
ひらがなくらぶ

令和7年4月1日（火）　～　令和8年3月15日（日）

重要文化財　中村家住宅

【内容】

中村家住宅を活用し、年配者と若者がペアを組み、リズム
ヨガによる交流する。

559千円

3

うみいろそら
いろ　浜松へ
ちまプロジェ
クト

浜松へちま・ミ
ライ

市民提案による住みよい地域づくり助成事業

№ 事業名 申請団体 事業内容

1

地域の子ども
たちと「庄内
へちま×和
紙」を通した
交流授業体験
と広報

庄内半島ドリー
ムプロジェクト
「庄内へちま×
和紙」実行委員
会

令和7年4月1日（火）　～　令和8年3月31日（火）

【 内 容 】

434千円

【 場 所 】
庄内学園・オイスカ高校・鹿島神社・庄内協働センター・
中部協働センター

　地域の子供たちと一緒にへちまで和紙を作るなどの新しい
使い方を提案の上情報発信する。
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【 時 期 】

【 場 所 】

・ ナウマンゾウをモチーフとした田んぼアートを実施する。

・

【予算額】

【 時 期 】

・

・

・

【予算額】

6
伊佐見小学校
150周年記念
事業

浜松市立伊佐見
小学校PTA

令和7年4月1日（火）　～　令和8年2月27日（金）

【 内 容 】

232千円

【 場 所 】
浜松市立伊佐見小学校
浜松市市民音楽ホール（サーラ音楽ホール）

伊佐見小学校児童及び伊佐見地区住民を対象とした150周
年記念音楽鑑賞会を開催

地元小学生による伊佐見小学校や地域の様子、偉人などに
関する学習成果や日頃の音楽学習の成果発表

伊佐見小学校150周年記念ロゴを募集し、児童・教職員に
よる人文字で再現して伊佐見小学校グラウンドで航空写真
撮影

5
伊佐見田んぼ
アート

伊佐見地区コ
ミュニティ協議
会

令和7年4月1日（火）　～　令和7年11月25日（火）

伊佐見協働センター隣接地

【 内 容 】 田んぼアートで収穫したもち米を使い、餅つき体験会を実
施する。

316千円

市民提案による住みよい地域づくり助成事業

№ 事業名 申請団体 事業内容
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【 場 所 】

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

・ 書道部による書道展を開催
・ 華道部による生け花展を開催

・ 茶道部によるお茶会を開催

・ 吹奏楽部によるミニコンサートを開催
※ 雄踏地区で活動している三味線、琴、落語などの活動紹介

【予算額】

【 日 】

【 場 所 】

・

【予算額】

【 日 】

【 場 所 】

【予算額】

【 日 】

【 場 所 】

・ 物販
・ 牡蠣むき体験、のり炙り体験

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

【予算額】

4
えんばい
朝市
開催事業

舞阪支所

令和7年5月17・18日（土・日）、令和7年6月15日（日）

弁天島海浜公園

【 内 容 】
　遠州灘や浜名湖の水産資源を中心とした地場産品をＰＲす
るために、朝市を開催し、新鮮な魚介類を中心とした地場産
品の販売を行い、地域の活性化を図る。

1,000千円

6

海の子と
山の子の
地域間
交流事業

西行政センター
（庄内協働
　　センター）

（予定）令和7年6月～令和8年3月

庄内地区内及び長野県箕輪町

【 内 容 】
　長野県箕輪町の子どもと庄内地区の子どもを対象とした交
流事業を実施する。

311千円

5

おいしい舞阪
まるごと
体験フェア
開催事業

舞阪支所

（予定）令和8年2月1日（日）

浜名湖ガーデンパーク　イベント広場

【 内 容 】

　舞阪地域及び浜名湖周辺の冬の味覚や西地域の豊富な農産
物など地場産品の販売及び地元水産業に直接触れ合うことが
できる体験型イベントを実施する。

3,500千円

2
中村家住宅
活用事業

西行政センター
（まちづくり
　　　　推進）

（予定）令和7年10月

重要文化財　中村家住宅

【 内 容 】

　西地域内の高校生の部活動の発表の場として、中村家住宅
を活用する事業。

380千円

3
はまなこ
夏フェスタ
開催事業

西行政センター
（まちづくり
　　　　推進）

令和7年7月5日（土）

弁天島海浜公園

【 内 容 】

2,000千円

　「音楽の都・浜松」としてのブランドを活かして、市民の
音楽活動研鑽の成果発表の場を提供し、表浜名湖の観光資源
の活用や地場産品を広くPRして、地域の観光振興と活性化を
図る。

ステージイベント
吹奏楽団、創作太鼓、キッズダンス、バンド演奏　外

№ 事業名 所管課 事業内容

1
伝統文化
支援事業

西行政センター
（まちづくり
　　　　推進）

【 時 期 】
令和7年7月～8月
令和8年1月中旬

雄踏文化センター

【 内 容 】

1,600千円

　地域に伝わる伝統芸能として住民に親しまれている雄踏歌
舞伎「万人講」の普及と保存継承を目的として次の事業を実
施する。なお、今年度は「定期公演」が天竜川・浜名湖地域
12市町村合併20周年記念事業の事業コンセプト「地域の歴史
と文化の継承」に登録している。

区民活動・文化振興事業
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【 時 期 】

① 高校生サイクルマナー教室

② 地域選定高齢者交通安全講習会

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

・

・

【予算額】

4

みんなが
住みよい
西地域
セミナー
事業

西行政センター
　（地域振興）

（予定）令和7年5月～12月

西行政センター、協働センター

【 内 容 】

西地域内の協働センターまつりにて、ＵＤに関する物品を
展示し、ＵＤの情報提供を行う。

西地域内の小学生を対象としたＵＤ学習会をＵＤ設備のあ
る西行政センターや協働センターにて開催する。

42千円

2
健康寿命延伸
啓発事業

中央健康づくり
　　　センター

令和7年4月～令和8年3月

西行政センター、西地域内協働センター、西地域内はままつ
食de元気応援店ほか

【 内 容 】
　西行政センター市民ホールにて、健康に関する啓発イベン
トや展示を行う。また、西地域内の協働センターやはままつ
食de元気応援店にて、地域と連携した啓発活動を行う。

100千円

3
表浜防風林
再生事業

舞阪支所

令和7年11月

舞阪中学校南側に隣接する防風林地内

【 内 容 】
　草を刈り、土壌改良を行った後に、松くい虫に抵抗性のあ
る松及び広葉樹を植樹する。
（植樹内容）クロマツ35本

882千円

区課題解決事業

№ 事業名 所管課 事業内容

1
西地域
交通安全
啓発事業

西行政センター
（まちづくり
　　　　推進）

①令和7年10月3日（金）、②11月25日（火）

【 場 所 】
①浜松大平台高等学校
②交通教育センターレインボー浜名湖、神久呂協働センター

【 内 容 】

　交通事故削減および防止を目的とし、次の啓発事業を実施
する。

776千円
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【 時 期 】

【 場 所 】

【予算額】

【 日 時 】

【 場 所 】

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

【予算額】

【 時 期 】

【 場 所 】

【予算額】

4
「入野物語
（仮）」製作
発行事業

入野協働
センター

令和7年度

入野地区

【 内 容 】

地域の魅力を伝える冊子を編集発行。デジタルデータをＨＰ
に掲載。
・歴史や文化の語り部への聞き取り。
・歴史的建造物、愛称標識等の現地調査。
・製本検討、内容校正、冊子製本。　　　等

649千円

200千円

3
神久呂地区
ボッチャ大会
開催事業

神久呂協働
センター

（予定）令和8年1月下旬

神久呂協働センター

【 内 容 】

老若男女・障がいの有無にかかわらず、全ての人が一緒に楽
しめるスポーツであるボッチャの大会を開催し、世代を超え
て地域の交流を図る。

150千円

【 内 容 】
令和6年度に更新された自主防災地図看板を活用し、自主防災
地図を掲載したＡ３サイズのリーフレットを作成し、集約し
た情報を活用し、自主防災地図を用いた訓練を実施する。

198千円

2
篠原地区防災
フェスタ開催
事業

篠原協働
センター

（予定）令和7年12月上旬

篠原協働センター

【 内 容 】

地域住民を対象に実体験を主にした防災イベントの開催
・避難所居住エリアの設営体験
　（段ボールベッド、パーテーション）
・簡易トイレ体験
・防災食の試食会（アルファ化米の炊き出し等）　等

協働センター等を核とした地域課題解決事業

№ 事業名 所管課 事業内容

1
舞阪地区防災
マップ作成事
業

舞阪支所

令和7年10月から令和8年2月

舞阪地区
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No. 4 提案委員氏名 鈴木 かおり 

１ 「地域課題」 

前回の地域課題でも、当てはまるものがいくつか見られるが、情報弱者とされる

外国人や障がい者は外部の人と交流する機会が少ないように思う。 

また、これらの人たちは内輪でかたまりがちにも見える。これらの人たちとうま

く交流していくことが、ゴミ問題・自主防災などにも対応する一つの手立てになる

と思う。 

２ 他の委員への依頼したいこと 

外国人や障がいをもつ方々とうまく交流できている地域は、どんな方法でやって

いますか。 

前回の地域課題で、多言語のサポートをしてくれる HICE の紹介がありましたが、

その後、サポートを受けましたか。その結果とかありましたら、教えていただきた

いです。 

３ 行政から情報提供を求めたいこと 

 

４ 提案など 

ふれあい交流会などは、障がい者が楽しんでもらえるためのイベントが多いので

すが、障がい者の中には何か特技を持っている方もいると思います。そのような方

が、子どもに何か教えるという場を協働センターまつりなどでセッティングできな

いのかと思うことがあります。一緒にボードゲームで遊ぶとかでもいいと思います。

また、子ども館という場もありえると思います。 
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（「令和６年度　地域課題（まとめ）」から抜粋し、再掲）
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No. 3 提案委員氏名 河瀬 俊夫 

１ 「地域課題」 

「町内の防災危険個所マップ」 

「南海トラフ地震臨時情報(巨大地震注意)」も８月８日に発表されましたが、何

事もなく８月１５日に呼び掛けが終了しました。がいつ起こるのかわかりません。 

各世帯には、洪水ハザードマップ・防災マップ(市)がありますが、自分の住んで

いる家から避難所までの経路は各々話あっていると思いますが、避難経路の危険個

所の把握はされていないと思われる。 

「自分の命は自分で守る」べく避難経路内のリスク大(建物・ブロック塀・石垣・

橋など)の地図上に落とし込みが必要。 

しかし私たち地域内は「無い」。 

被害を軽減、遭われないためにも必要と思われる。(世帯配付) 

２ 他の委員への依頼したいこと 

皆様の住まわれている地域では、防災マップ(独自の)がありますか? 

①有無 

②有の場合 

・作成済みマップを拝見したい。 

・どのように作成されたか? 

・作成メンバーは 

・現実に即した(DIG 訓練)は? 

３ 行政から情報提供を求めたいこと 

①市内で作成している地域調査 

②作成するための地図を購入有無 

４ 提案など 
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（「令和６年度　地域課題（まとめ）」から抜粋し、再掲）
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令和７年度出前講座パンフレットp.12から転載
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（片山委員からの提供資料）
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（田澤会長からの提供資料）
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（田澤会長からの提供資料）


